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ム富山県

田幸次郎さん(高岡市)

命
に
か
か
わ
る
重
症
患
者
を

M
時
間
体
制
で
受
け
入
れ
る

タ
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
ψ

。
厚
生

連
高
岡
病
院
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
長
の
虞
田
幸
次
郎
さ
ん
は
、

一
分
一
秒
を
争
う
救
急
医
療
の

現
場
で
、
専
門
医
や
救
急
隊
ら

と
と
も
に
日
々
闘
っ
て
い
ま
す
。

W
年
に
着
任
後
、
高
岡
医
療

圏
を
中
心
に
、
若
い
医
師
や
救

急
隊
員
の
教
育
、
医
師
が
救
急

隊
ヘ
常
時
指
示
で
き
る
体
制
等

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
が
高
く
評
価
さ

れ
、
昨
年
9
月
、
救
急
功
労
者
総

務
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

虞
田
さ
ん
は
、
ω
例
年
か
ら
金
沢

大
学
付
属
病
院
で
勤
務
。
地
方

で
い
ち
早
く
救
急
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
た
同
病
院
の

教
授
の
も
と
で
、
救
急
医
療
の

基
礎
を
体
得
し
ま
し
た
。
M
M
年

か
ら
は
、
当
時
、
日
本
最
先
端
の

高
度
な
診
療
機
能
を
有
す
る

日
本
医
科
大
学
高
度
救
命
救

大地震を想定し、医療支援の訓練を実施
するDMAT隊員。

急
セ
ン
タ
ー
で
、
多
く
の
重
症
患

者
を
診
療
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た

経
験
が
、
迅
速
な
分
析
と
判
断

が
必
要
な
救
急
患
者
の
治
療
に

活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
救
急
だ
け
で
な
く

災
害
医
療
も
我
々
の
役
割
」
と

贋
田
さ
ん
。
厚
生
連
高
岡
病

院
の
災
害
派
遣
医
療
チ
l
ム

(
D
M
A
T
)
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

多
く
の
災
害
現
場
で
医
療
支
援

活
動
に
携
わ
り
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
の
発
生
直
後
に
も
、

被
災
地
で
の
救
護
活
動
や
重

症
患
者
の
搬
送
に
奮
闘
し
ま
し

た
。
ま
た
、
県
D
M
A
T
等
連
絡

協
議
会
長
と
し
て
、
富
山
県
全

体
の
災
害
医
療
体
制
の
強
化

に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。

M
時
間

3
6
5
日
、
重
症
患

者
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
若
い

医
師
の
カ
が
不
可
欠
で
す
。「
地

域
で
若
い
人
材
を
育
て
、
大
事
故

や
大
災
害
が
起
き
て
も
、
地
域

の
人
々
が
安
心
で
き
る
体
制
を

作
り
上
げ
る
こ
と
が
必
要
」
。
多

く
の
命
を
救
う
た
め
、
庚
田
さ
ん

は
理
想
の
医
療
を
今
日
も
追

い
求
め
て
い
ま
す
。

この件の』県医務課 宮076-444・3219
お問合せは rhttp://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1204 
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1
市川事

2
3

h

語

圏

山
知
」
問
中国

、/E
9
包
回
目
白
固

戸
、h
E・
本
県
の
救
急
医
療
体
制

，
‘

に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

ha・
県
で
は
、
急
病
や
事
故
の
際

I
I
に
、
症
状
に
応
じ
た
適
切
な

診
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
救
急
医

療
体
制
の
体
系
的
な
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
比
較
的
軽
症
の
患
者

は
、
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
(
県

内

4
施
設
)
等
が
、
入
院
等
を
必
要

と
す
る
重
症
患
者
は
公
的
病
院
(
旧

病
院
)
が
交
替
で
、
よ
り
重
篤
な
患

者
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

(
2
病

院
)
が
、
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
軽
い
症
状
で
も
、
休
日

や
夜
間
に
、
重
症
患
者
を
受
け
入
れ

る
た
め
の
病
院
を
受
診
す
る
方
が

増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
に
よ

り
、
救
急
医
の
多
忙
化
と
疲
弊
や
、

重
症
患
者
の
診
療
へ
の
支
障
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

救
急
医
療
を
守
る
た
め
に
、
比
較

的
症
状
が
軽
い
場
合
は
、
か
か
り
つ

け
医
で
の
診
療
時
間
内
の
受
診
や
、

休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
等
の
利

用
芯
ど
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
夜
間
に
お
け
る
子
ど
も
の
急

な
病
気
や
ケ
ガ
の
際
に
は
、
小
児
救

急
電
話
相
談

(
#
8
0
0
0
)
に
よ

る
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

(
参
考
)
平
成
包
年
の
本
県
に
お
け
る
救

急
搬
送
時
間
は
全
国
最
短
で
す
。
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全
国
や
世
界
で
活
躍
で
き
る
選
手
の
育
成
と
支
援

全
国
や
世
界
の
檎
舞
台
で
、
本
県
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
活
躍
す
る
姿
は
、

県
民
に
勇
気
と
感
動
を
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
て
、く
れ
ま
す
。

県
で
は
、
本
県
の
選
手
た
ち
の
さ

5
な
る
飛
躍
の
た
め
、
競
技
力
の
向
上
や
、

県
民
み
ん
な
で
応
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

2
0
0
0
年
と
や
ま
国
体
以

降
、
選
手
や
指
導
者
の
世
代
交

代
が
進
ん
、
だ
乙
と
な
ど
に
よ
り
、

…

本
県
の
国
体
の
総
合
成
績
は
、

…

次
第
に
下
降
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
県
で
は
、
乙
れ
ま
で
の

競

技
力
向
上
対
策
を
見
直
し
、

…

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
・
強

化
を
目
指
し
た
新
た
恕
取
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

クザン

"

角

…

強

…

成

…

育

…

ス
{
山
間
泊

…

L
t
M隙

μ
・

県
じ
…

見
時
…

'
E
A

岬州、

“

年
制
…

成
謙
一

平
会
…

本
県
の
競
技
力
の
現
状

H21 :37位

H22:25位

H23:37位

-国体における
富山県の総合
成績

ま
ず
、

「
見
つ
け
る
」
、
「
育
て

る
」
、
「
活
か
す
」
と
い
う
観
点
か

ら
、
小
学
生
か
ら
の
一
貫
指
導
体

制
の
整
備
や
、
ホ
ッ
ケ
ー
や
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
等
の
地
域
に
根
差
し
た

競
技
の
重
点
強
化
に
よ
り
、
将

…

来
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
目
指

す
選
手
育
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
…

ま
た
、
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

を
強
化
の
中
核
拠
点
と
し
て
整

備
し
、
選
手
へ
の
医
・
科
学
的
サ

ポ
ー
ト
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指

導
や
ト
ッ
プ
チ
l
ム
と
の
合
同
合

…

宿
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
優
れ
た
指
導
者
を
養
成
す

…

る
た
め
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
l
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
、
最
先

端
の
戦
術
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法

等
の
習
得
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

競
技
力
向
上
の
た
め
の

主
な
取
組
み

く県の ，-'畠E幽，.....". ¥… |べを成活サ度
れ民田パ 元ス 間電，/~~思了 | 竿招に躍之やこ
まに畑元 気ポ 祖~" 耽紅がさ丈 」 らき実すマ関れ
し大穂? に l 脳出4私f 、~I プ、績る IL J17 
たき積ノt lツ 瞳噛 足踏プ 血lを指の選;ミの伝
Jな両! の 磁器量輔~苅図導hvVT 
ミ感選有 力 「種I~;JI・防脅F"... :J者 3ゃ全いえ
に動手 1 てゆ 川 E自信 J温岨・ itゃ 4チ園駅県
jこをの ι 富 岡両器 、 j~司・・ :j 選 jtl や伝民

lZ語2 2延長謡事，そZ48R52
てはで 医・5Lサポートによるトレーニグ レ!育で球目

パンクーパ-ii輸銀メダルの田剣選手(右)、
穂積選手(左)(ダイチ側)

E強化鎚点の再聾備

"1.耳 ・中核拠点(県総合体育センター)
ァ初 主ト・禦ッ医・科学的サポート
4薗体入賞以」沿 .T~3:tユピレーニングセンター
中被鍵点による も v一一一一
新た1eI:強化施策

菌体選手
(合宿や遠征の支鍍忽ど)

国体候補
{元気とやまスポーツ道場忽ど}

恒寛恕ジュニア選手の発掘
(未来のアスリート発豊富車業など)

I強化施策の再構築

.一貫指導体制の盤備

.<6家芸餓妓の重点強化

選
手
や
指
導
者
を
県
民
総
ぐ
る

み
で
応
援
す
る
た
め
の
仕
組
み

と
し
て
、
富
山
県
民
ス
ポ
ー
ツ
応

援
団
が
平
成
幻
年

6
月
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
応
援
団
へ
の

募
金
を
活
用
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
選
手

や
指
導
者
の
活
動
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

県
で
は
、
今
後
も
、
競
技
力
向

上
に
取
り
組
み
、
本
県
の
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍
が
、
富
山
を

元
気
に
し
て
く
れ
る
よ
う
県
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
応
援
し
て

い
き
ま
す
。

スポーツ人口の拡大
(スポーツ少年団・総合型地域スポーツクラブ忽ど)

とのページの h県教育委員会スポーツ・保健課 ft076州剖印
お問合せは"h悦p:llwww.pref.toyama.jp/cms_sec/3∞51

未来の防ナJ刈刀~l)_→ト発郷掘事職業(φ〉トレい』ニ山ングmの様子引) 

ぜ吟今出引明悦則Yχ対j民1惇ew似机次双1札札札吹吹Y札札.日…………….日……….日……..….日.
メダjルL獲得を目指して 力ヌト一 北本忍選手 !ト、F玉1';:;J 

(県体育儲会) ¥ ~ν 

昨年8月、ハンガリーで開催されたカヌー の認定を受けて県をあげて応援してくださ
世界選手権の女子力ヤツクシング}[.，200m るからです。大変感謝しております。
で4位に入り、ロンド、ンオリンピックの出場権 オリンピック本番で最高の成績を出し、県

を獲得することができました。 民の皆様に良い報告ができるように精一杯

現在は、8月のオリンピック本番に向けて、 頑張りますので、今まで同様、県民のみな

東京のJISS(国立スポーツ科学センター) さんの応援をよろしくお願いします。

を拠点に、毎日トレーニングに励んでいます。

1月からは、カヌーを漕げる環境を求めて、

オーストラリアをはじめニュージーランド、

イタリアへ遠征の予定です。

このようにいつも最高の環境でトレー二ン

グができるのは、トップアスリート支援事業
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県政の動き $号車 201110 ~ 12 
豆wの動き l 
10! 1!北陸新幹線・並行在来線と地域活性化の

iタウンミーティング(黒部会場)

! 5!国際砂防フォーラム2011

i県子育て支援・少子化対策県民会議

!13!第3回県総合計画審議会(中間報告案)

!19!中小企業との対話(富山市)

i元気とやま協働戦略検討会議

!22!とやま環境フェア2011(-23日)

!23!義仲・巴顕彰シンポジウム

!29!北陸新幹線・並行在来線と地域活性化の

!タウンミーティング(富山会場)

i越中とやま食の王国フェスタ2011

; ~秋の陣~(-30日〉

11! 2!県功労表彰式

: 4:秋の叙勲伝達式

!101新型インフJレ工ンサ苅策総合訓練

!121ふるさとづくり県民フォーラム

!13!県民参加の森づくりフォーラム

1151県立中央病院新NICU運用開始式

1201とやま科学オリンピック2011

i 豊かな海づくりフォーラム

!271県総合防災訓練〈氷見市、小矢部市、南砺市)

i知事と若手経営者によるとやまの産業の

j発展を考える会(南窃市〉

1281県議会定例会(-12月13日)

12:17:県地球温暖化防止県民大会

!23!環水公園スイートクリスマス2011

1281 Uターンフェア・イン・とやま

[令後の予定 l 
1 :19 i富山のさかなキトキトフェア(東京・永田町)

2111 1越中とやま食の王国フヱスタ2012

j へ，冬の陣~(魚津市)

:18 :とやま映像祭2012(-19日 県教育文化会館)

こ旦笠ニI
0の申に冨葉を入れてください。

富山県民0000応援団への募金
を活用し、オリンピックでの活躍が

期待される選手や指導者の活動を

支援しています。 (ヒント(~2ページにありますJ

正解者の申から、このページで紹介した

ブルーペリー寮とブルーペリージャム

のセットを5名の方I¥:、
黒部名水カレーしろえぴカレー(2個)
を5名の方I¥:、プレゼントします。

はがきにクイズの答え、ご希望の高晶名、郵便
番号、住所、氏名、年齢と本紙の感想を記載し、
下記まで。当選の発表は、プレゼントの発送を
もってかえさせていただきます。

宛先・=r930・8501
(住所記入不要)県庁広報課

「県広報とやま1月号クイズ係J
締切・1月27目(盆)(必着)

特集。 がんばる女性農業者の起業活動を応揺

女性の力で 1h 

地域農業を活性化!
県では、女性農業者が、いきいきと働き、輝くことができる

よう、その起業活動を積極的に支援しています。

-ヨ~I障措J~~!4 ~ lUJ ~!J託~ J.圃・

近年、食や環境に関する安全・安心志向の高まりを受け、「地産

地消」を意識する生産者や消費者が増えてきました。こうした中

で、女性ならではの視点や発想で地元で採れる農産物を活用し、

加工品づくりや直売などを行う取組みが県内各地で盛んになっ

ています。

一方、その取組みの多くは、事業規模が小さく経営が不安定で

あり、また、経営管理の知識やノウハウが不足しているなどの課題

を抱えています。そこで、県では、農村における女性の起業活動が

円滑に行われ否ょう、さまざまな支掻を行っています。

県では、農産物加工や直売などに意欲的に取り組もうとする

農村女性を対象に、起業するために必要な商品開発や経営管理の

ノウハウを養う「農村女性スキルアップ講座Jを開催しています。
さらに、経営のさらなる発展を目指すときは、 「がんばる女性起業

発展支据事業Jにより、事業や組織の発展段階に応じて、新商品
開発、事業規模の艦大や販売力の強化などを支援しています。

農村における女性の起業活動は、地産地消や食育の推進だけ

でなく、地域農業の活性化にも貢献しています。女性農業者が

いきいきと働き、輝くことで、元気で魅力あふれる農村となるよう、

今後も、積極的に支援していきます。

-がんば否女性起業発展支援事業

ー②事業拡大段階 E 

-本県における農村女性起業件数の推移
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-・1.000万円以上・・500万同以上-1.000万同未満
500万円未満

1.共通講座
経営管理、マーケティング、

現地研修等

2.専門コース別実按研修
①米粉・大豆活用コース
②野菜スイーツコース
③包装保存技術コース

rrr称

-島村女性起業チャレンジ事業 ・農村女性起業範大支握事業 ・麗村女性先進モデル企業育成事業

新商品の開発等に必要な加工 事業拡大に必要な謁査活動や直売 企業への発展を目指した多彩な商
用機材・機械のリース等を支援 所の整備、加工機器の導入等を支援 品構成や戦略的なマーケティング

による販売力の強化を支援

eE函盟盟望E~ -・E茎lJDItI

(農)総永うの花農園加工部(小矢部市)

-"'J，，_~IJ-翠. - *mJ~~ 霊ヨ・

いなかふれさか風楽里(氷見市〉

このページの h 県農業技術課 ft076・4件 3276
お問合せは ，. http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/16121 

-・$翠tifflLtal・・

(農)うなづき食工房(黒郡市〉

(農)味彩おおやま(富山市〉
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Ia T: b' l:t古宇 令室 失 I
-開催中-1月29日(日)まで

「みんなのアート・
- ~rr冨~ヨ・
富山市西中野町1・16-12
TEL 076・421・7111
開館.9:30-17:00(入館
は16:30まで) 休館・月曜

ミュージアム2012J
国一般300円(230円)、大学生
200円(150円)、小中高生無料 、 (祝日は開館)、祝日の翌日

県内の学校と近代美術館が協

力して開催する企画展。・2月25日(土)-4月8日(目)まで 野中学校制作風景
「パリで学んだ画家たち芸術の都でみた光」
回一般500円(400円)、大学生400円(300円)、小中高生無料

「芸術の都Jとして、世界各国から芸術家が集まるノ旬。
明治から昭和にかけて渡仏した、日本美術家に注目し、

フランスの影響を、その作品や関係資料から探ります。

-開催中-1月29日(日)まで

交通・富山駅(CiC織)から
富山ミユージアムパス(減南
jレート)で約10分(無料)/
富山駅かうま也鉄パスで「西
中野口J下車、徒歩2分
※図料金の( )内は20名以
よの団体料金
http:/.仰ww.pref.toyama.jp/b 
ranches/3042/3042.htm 

-・E賓室主軍司5司・・
「あつまれ墨画アーティストーワーククショップの作品から」
回一般300円(230円)、大学生200円(150円)、小中高生無料・2月1OF(盆)~3月208C火・祝)まで 富山市五福m

「追悼・若崎己入展J AZ42tL72〈入室
回一般700円(550円)、大学生500円(380円)、小中高生無料は16:30まで)休館・月晴

(祝日は開館)、祝日の翌日平成22年5月に急逝した岩崎巴人氏を偲ぶ展覧会。富山
交通・富山駅(Cむ検)から富

県と縁の深い作品を中心に紹介するほか、松本清張の 山ミユージアムパス(呉羽山

新聞連載f消張通史jの挿絵原画を初公開します。 ルート)で約6分(無料)/市内

-開催中-1月25日(水)まで

「干支にちなんだ
植物展」

昨年の干支「卯Jと今年の干支
「辰Jにちなんだ植物を実物や
写真、パネルなどで紹介します。

・1月27日(金)-2月29日(水)まで

「平成23年度研究発表展」
植物園の職員が行った研究の
成果を、写真や標本などのパネル
展示で紹介します。

・3月2日(金)-3月4日(臼)まで

「第40回蘭まつり大会J

ノTケモノ
百鬼孜行図

fタツ(炭)にちなんだ名前がある
ドラゴンフJレーツj

電車大学前行f新富山J下車、
徒歩約10分※匡掛金の() 
内は20名以上の団体料金
http://www.pref.toyama.jp/b 
ranches/3044/3044.htm 

-~ttJ~霊産車.

富山市婦中町よ轡田42
TEL 076-466-4187 
関園・[1月J9:氏ト16:30(入
罰は16:00まで)、[2月J9:00-
17:00(入園は16:30まで)
休園・木躍(祝日I~開園)
入歯科(冬季料金、2月まで)
.一般・大学生400円(320
円)、小中高生無料
※料金の( )内lま20名以上
の団体料金
交通・富山駅から地鉄パスで
f中央織物園口J下車、徒歩10分
htlp:l.んVWW.句tym.orgl

「日曜植物案内J
毎月第1日曜13:30-14:30
※1月は第2日曜

僅璽&扇怠

入警の特E主である「やわらか雪白ねぎj
は、やわらかくて甘みがあるのが特徴。

今回は、その白ねぎの美味しさを活かした

鍋物をご紹介します。白ねぎのほかにも

地元で採れた大根や白菜などの冬野菜

がいっぱいで、心も体もぽかぽかに。水に

溶けやすい栄養素も、汁ごと一緒に食べ

ることで、逃さず摂れるのも魅力です。

世話カ・入善町食生活改善推進協議会

‘iP14 ①白ねぎ1本をみじん切りにし、Aと混ぜ合わせる。
②もう1本の白ねぎと、人参、しめじ、えのき、椎賞、
白菜、大根は食べやすい大きさに切る。春菊は
葉と茎を分ける。
③鍋にBを入れ、火にかける。
④③が煮立ったら、①をスプーンですくい、鍋に
入れる。
⑤錦に②も入れ、火が通ったら出来上がり。

E~!::!~ßγt:ø .... ~ß). 
[白ねぎを使った鶏つみれ鍋]…H ・H ・---…

・白ねぎ(2本) ・推賞(小1パック)
-人参(1/2本) ・白菜(2枚)
・しめじ(1パック) ・大担(10cm)
・えのき(小1パック)・春菊(1/2東〉
[A] ............... . 
・鶏ひき肉(200g) ・生菱(1かけ〉
-卵(1個〉 ・片栗粉(大さじ1・1/2)
・砂糖(大さじ1) ・ごま油(小さじ1/2)
-塩こしょう(少々)

[8]…・
-だし汁(1.8U ・醤油(50cc) ・塩(少々 〉
・酒(100cc) ・みりん(50cc)

県内の寿司庖44庖舗にて、
極上鮪をお手頃な価格で味わえます。

臨調価格2，000パ 500円
(J苫舗毎に側絡を設定・税込み)

・ネタの全てが、富山湾の新鮮な海のさF
・シャリはおいしい県産米で、汁物付き

内容についてのh県観光課
お問い合わぜl孟rTEL076・444・3200
http://www.toyamawan-sushi.jp/ 

除雪にご協力を
お願いします!

E"i:liab~~草剤置う~jlln'Ø1・

A 
路上の駐車車両は、除雪作業の妨げになります。特に夜間から早朝
にかけては、絶対に止めましょう。

盟国司l'，，:f~~這忌ー[~渦董6・・

雪を道路に捨てると歩行者や車の通行を妨げ、事故の原因にもなります。

圃11m冒明夜雪冒司市軍ヨ・

自宅の出入口付近の歩道や車道の除雪にご協力をお願いします。

置要羅揮覇園
〒930・8501(住所記入不要)県庁広報課あて TEL'076-444・3134FAX'076-444・3478I r県広報とや剖は、4・6・8・10・1月(年5回)発行で新聞折込
E-maill孟次のアドレスのフォームよりお送りください州 ttp:llwww.p附 .toyama.jplfo町rm肌『阿m.ht司吋巾巾川t灯加愉『町m削n川11I誌?也品品急混喜弘E摂摂F匠」2:r段;;&:毛さ誌描:誌色式今令草雪惣E立沼1喫
広績課ホ一ムペ一ジ httω:p://www.pref.toγama.jp/cms_se氾，c/パ1001/ IJパt匂ツクナンJパ(-は、広報錬のホ-ムぺ-ジで閲覧できます。

回忌総胤ど沼田

一一
平成24年1月15日発行 企画・発行/富山県知事政策局広報課(富山市新総曲輪1蕃7号) 編集協力/世帯シーエーピ一 本「県広報とやまJは環績に配慮し、植物性大豆油インキと再生紙を使用しています。
*下記の広告の内容に関する一切の費任は広告主に帰属します。なお、広告の掲載については、側シーエーピー企画営業部(TEL:076-439-3311附)までお問い合わせください。

一一一… 
回開器問調
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